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１．日本風星座線を作る 

 

Stellarium は星座線や星座絵は、欧米で一般的

なものを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方日本では、藤井旭さんが自身の星座解説本用

に作った「藤井結び」と呼ばれる星座の結び方や、フ

ラムスチード星座絵の線画が使われています。これ

を元にStellarium用ファイルを作れば表示するこ

とができます。 

星座線や星座絵は以下のフォルダにあります。 

Stellarium/skycultures/modern/ 

この中には 88 星座のデータがあります。そこでこ

れを例えば以下のフォルダにコピーし、日本風星座

線に改変してみましょう。 

Stellarium/skycultures/japanese/ 

星座線はこのフォルダーにある以下のファイルで指

定します。テキストファイルです。 

constellationship.fab 

このファイルの中での星座線は、2 つの星のペアを

結んだ線の集合で描かれます。その書式は次のよう

になります。 

[星座名][ペアの数][2 星の HR番号]… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお［Sky Culture］ウィンドウでは、表示する星

座線の太さや色を指定することができます。太さの

初期設定は[1]ですが、上の図では[3]です。 

 

 

 

 

 

 

 

Ver. 2023.08 

星座線ファイルの中身 

Stellarium 標準の星座線 

自作の日本風星座線 
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２．日本風星座絵を作る 

 

 Stellarium では星座線や星座絵は、欧米では一

般的なものが表示されます。コレはコレで個性的で

おもしろいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを日本の星座本でよく見るフラムスチード星座

絵にしたい方もいることでしょう。ここでは星座絵

を変更する方法について述べます。 

 星座絵は星座線と同じ[Sky Culture]フォルダ

内の使用する文化の以下のファイルで指定します。 

constellationsart.fab 

このファイルで、各星座に対して使用する星座絵フ

ァイル（png）と、その中で３つの星に対する X,Y 座

標を指定します。恒星名はヒッパルコス番号です。 

[星座名][画像名][x,y,HIP 番号]… 

 

 

 

 

 

 

 

まず各星座の星座絵の画像を用意します。 

例として、おおぐま座のフラムスチード星座絵を使

いましょう。画像サイズは 512ｘ512 です。この中

から3つの星の位置を求めます。ここでは尻尾のζ、

後ろ足のν、頭のσ2を使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ζ（88,214）、ν（253，437）、σ2（405,90） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星座絵が歪んでいるため、厳密には合いません。好

みの星座絵を選んで、妥協できる3星を探してみま

しょう。 

Stellarium 標準の星座絵 
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３．アステリズム・補助線の作成 

 

 Stellarium には「夏の大三角」のような線を引く

[アステリズム]と、北斗七星を使った北極星の探し

方などの[補助線]の表示機能があります。 

[アステリズム]は表示操作ボタンをメインツール

バーに追加することができます。表示は[設定画面]

の[追加情報]ダイアログボックスで行います。ホッ

トキーでも操作できます。 

一方[補助線]は、「空と表示の設定」ダイアログボ

ックスの「Sky Culture」で表示を操作します。 

 

 

 

 

  １．アステリズム線の表示（Alt+A） 

  ２．アステリズム名の表示（Alt+V） 

 アステリズム用データは[Sky Culture]フォルダ

内の以下のファイルで指定します。 

アステリズム線：asterism_lines.fab 

アステリズム名：asterism_names.eng.fab 

線のデータは次の書式で記述します。 

 [定義名][タイプ][ペアの数][2星のHIP番号]… 

[タイプ]は次の種類があります。 

 ０：補助線（HIP番号） 

 １：アステリズム（HIP番号） 

 ２：アステリズム（赤道座標） 

 

 

 

 

 [アステリズム]には名前も表示できます。書式は

次の通りです。 

[定義名] ＿(“名前”,”asterism”) 

“名前”は自由勝手に指定できるものではなく、

Stellarium の翻訳グループ内で使っている用語

に限られています。どんな用語が使えるかは、使用

例から探すしかありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アステリズムと名前を表示 

アステリズムと補助線を表示 

アステリズムで二十八宿を作成して表示した図 

asterism_names.eng.fab の内容 
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4．地上風景を作る 

 

Stellarium には、地上風景を表示するいくつかの

方法があります。 

(1)複数の分割画像を使う方法 

 

 

 

 

 

 

（２）1枚のパノラマ画像を使う方法 

 

 

 

 

（３）魚眼レンズで撮影した画像を使う方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、最も簡単な、1 枚のパノラマ画像を使う

方法を解説しましょう。 

 

手順１：パノラマ画像を作る 

パノラマ画像を撮影・作成し、2048x1024 のサイ

ズにします。地平線は中央（512）、左端が「東」です。 

「空」は透明化します。 

 

 

 

 

 

手順２：フォルダの作成し、ファイルを置く 

Stellarium/landscapes/ 

の中に適当なフォルダを作り、パノラマ画像を置き

ます。ここでは“home.png”とします。 

 

手順３：必要なファイルをコピーし、設定する 

ｍｏｏｎフォルダから次のファイルをコピーします。 

・landscape.ini 

・description.ja.utf8 

landscape.ini を次のように書き換えます。 

[location]の経緯度は「風景」の情報欄に表示され

るだけの内容なので、適当でイイです。 

[landscape] 

name = Home 

type = spherical 

maptex = home.png 

 

[location] 

planet = Earth 

latitude = +20d11'27" 

longitude = +30d46'18"E 

altitude = 1 

 

以上を行い、Stellarium を起動して、[風景]ダイ

アログボックスを表示させると「Home」が追加さ

れ、使用できるようになります。 

この風景を起動時に使用したいときは、「オプショ

ン」にある「この風景をデフォルトに設定」にチェック

を入れます。 

[風景]ダイアログボックスに表示される解説文章

を変更したいときは、description.ja.utf8を編集

します。 

 

 パノラマ画像では地平線を中央にしていましたが、

空の部分を少なくして、地上風景部分を多くしたい

場合、つまり地平線を画像の上にしたい場合は、

landscape.ini の[landscape]に以下の行を追

加します。数字は画像トップの高度です。 

maptex_top = 60 

 

 

 


